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要旨：本研究は、「協働的な学び」を「運動技術の探究及び動きの感覚（動感）の

獲得に向け、当事者意識をもつ者同士が動感を媒介にして関わり合う中で

生まれる学び」と捉え、動感に視点をあてた体育授業を仕組み、児童同士

の対話に着目しながらどのような「協働的な学び」を展開しているのかに

ついて、その内実を考察することを目的とした。 

小学校第4学年マット運動単元における「女子8班」の第4時の学びの

過程について、逐語記録、個人カードの記述、動感の伝え合いに関する質問

紙調査のデータをもとに解釈・考察した。 

調査結果を考察したところ、(1)「動感を媒介にした関わり合い」のモデ

ル化 (2)「困り感・課題意識の共有」「動感の表出・共有」が起点となる可

能性 (3)運動課題の本質に迫ることで、「動感を媒介にした関わり合い」が

活性化する可能性 (4)「動感を媒介にした関わり合い」を重ねることで、

仲間の動感に共感できるようになり、助言が相手の学びに作用するように

なる可能性 の4点の知見が得られた。 
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動感に視点をあてた体育授業における「協働的な学び」に関する事例研究 

―児童の対話に焦点をあてて― 

  毛利 昌隆 

１．研究の目的 

「協働的な学び」が推奨される一方、言語活動の形

骸化が問題視されている。思考しコミュニケーション

する活動が自ずと生じる課題設定や場づくりが、授業

づくりにおいて求められる。 

体育科の学習内容として、動きの感覚的内容が重要

視されている。スポーツの認識的内容、技術的内容、

動きの感覚的内容を体育科の学習内容と位置付けた

ときに、「協働的な学び」を「運動技術の探究及び動き

の感覚（動感）の獲得に向け、当事者意識をもつ者同

士が動感を媒介にして関わり合う中で生まれる学び」

と捉えることができるだろう。本研究は、動感に視点

をあてた体育授業を仕組み、児童同士の対話に着目し

ながらどのような「協働的な学び」を展開しているの

かについて、その内実を考察することを目的とした。 

 

２．研究の方法 

小学校第4学年マット運動単元「クルン？ ギュッ？ 

動感を伝え合い、技のコツを見つけ出そう！！」全10

時間の授業を対象とした。授業者は、筆者であった。

マット運動における技能の高い児童と低い児童が混

在している「女子8班」を抽出班として選定した。 

本単元では、動感は「動いて感じたこと」と定義

され、体の部位に力がかかる感覚、力のかかり方・

抜け方に加え、心地よさ等の快感や痛みなどの不快

感も含めていた。動感が表出されやすいよう、困り

感を言語化したりオノマトペで表現したりする例を

出し、動感の言語化を促す工夫がされていた。授業

の展開及び学習過程は表1の通りである。 

表１ マット運動単元学習過程（全10時間） 

収集した映像及び音声データを基に、逐語記録を

作成し、動感がどのように媒介しているのかという

視点で、抽出班における対話の過程について解釈を

行った。解釈には、逐語記録に加え、個人カードの

記述、動感の伝え合いに関する質問紙調査のデータ

を基に行った。 

３．結果と考察 

 考察の対象を、「動感を媒介にした関わり合い」が豊

かに行われていた、女子8班の第4時の「前転・前転・

Ｖ字バランス（図1）」及び「後転」の学習場面とした。

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは抽出班の児童を表すものである。 

 

図1 「前転・前転・Ｖ字バランス」 

 

（１）「動感を媒介にした関わり合い」の内実 

①困り感・課題意識の共有、②動感の表出・共有、

③他者の観察及び潜勢自己運動（他者の動きを観察し

つつ、同時に自分でも仮想したイメージの中で自分の

動きとして実施してみること）、④運動表象（実際に運

動をやろうとするときに、あらかじめそれを可能なも

のとして心的に経験する）の形成、⑤④の交流を通し

たコツの編み出し、⑥再現・試技、が内実であった。

⑤⑥については場面によって順番が異なっていた。 

「前転・前転・Ｖ字バランス」のグループ学習にお

いてＢとＤは、「目標化（自己の目標の姿と捉えるこ

と）」したＡを「協働観察(図 2)」しており、「後転」

のグループ学習においてＢは、「目標化」したＡと「実

態化（自己の実態に置き換えること）」したＣを「比較

観察（図3）」していたことが、③他者の観察及び潜勢

自己運動として解釈された。共通点は、目標や自己の

実態に「対象化」していたことであった。Ａによる一

方的な助言・演示は、Ｂ、Ｃ、Ｄの学びに直接的に作

用したわけではなかったが、Ｂによって「目標化」さ

れることによってＢ、Ｃ、Ｄの学びに作用するように

なったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 モデルⅠ：「目標」の協働観察 
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図3 モデルⅡ：「目標」と「実態」の比較観察 

 

（２）「動感を媒介にした関わり合い」の起点 

「動感を媒介にした関わり合い」が発生したきっか

けは、「前転・前転・Ｖ字バランス」のグループ学習に

おいては、目標運動に対する悩みを共有し課題意識が

ＢとＤの間で一致したこと、互いの動感を表出し共有

したことと推察される。「後転」のグループ学習におい

ては、問いを見付ける場面を経て、共有タイムにおい

てＣが、自らの動感を表出しながら後転での悩みを話

したことによって「課題意識の共有」「動感の共有」が

なされたことがきっかけであったと推察される。 

 したがって、「①困り感・課題意識の共有」「②動感

の表出・共有」によって、相手のことを自分事として

考えようとする「当事者意識」が生まれ、「動感を媒介

にした関わり合い」が発生したと考えられる。 

（３）「動感を媒介にした関わり合い」の活性化 

 「後転」のグループ学習では、「①困り感・課題意識

の共有」「②動感の表出・共有」に加え、「共有タイム」

において課題意識が「着手」から「勢い」に方向付け

られたことによって、豊かな「動感を媒介にした関わ

り合い」が発生したと推察される。つまり、運動課題

の本質に迫ったことで活性化されたと考えられる。 

（４）抽出児童Ａの変容 

Ａの「動感の伝え合いに関する質問紙調査」から、

動感の伝え合いを通して「分かち合える」ようになる

ことに関する記述が確認され、第4時において、Ａの

助言がＢ、Ｃ、Ｄに直接伝わらない経験や、Ｂを基点

とした「動感を媒介にした関わり合い」による学びの

手応えが、その後の学習において、動感を媒介にした

「共感」を生んだと推察される。さらに、Ｂ、Ｃ、Ｄ

の学習感想文からは、単元が進むにつれ、Ａの共感的

な言葉が増え、Ａの助言が仲間の学びに作用するよう

になったことが確認された。 

したがって、「動感を媒介にした関わり合い」を重ね

ることで、仲間の動感に共感できるようになり、助言

が仲間の学びに作用するようになったと考えられる。 

 

４．まとめと今後の課題 

本研究で得られた知見は、以下の通りである。 

(1) 「動感を媒介にした関わり合い」のモデル化 

(2) 「困り感・課題意識の共有」「動感の表出・共有」   

が起点となる可能性 

(3) 運動課題の本質に迫ることで、「動感を媒介に 

した関わり合い」が活性化する可能性 

(4)「動感を媒介にした関わり合い」を重ねることで、

仲間の動感に共感できるようになり、助言が相

手の学びに作用するようになる可能性 

本研究で得られた知見は、体育科における「協働的

な学び」の在り方に一定の示唆を与えるものであると

考える。また、児童生徒が学ぶ意味をもてる課題と場

について工夫する際の一助となり、言語活動が形骸化

された授業の改善に寄与する可能性がある。さらに、

同一の運動課題で学ぶ授業スタイルにおける、「協働

的な学び」と「個別最適な学び」が往還している学び

のモデルを提示することができるのではないだろう

か。これらの成果は、「主体的・対話的で深い学び」の

実現に貢献し、子供たちの資質・能力の育成につなが

ることが期待できるだろう。加えて、「動きの感覚的内

容」を学習内容とした「動感」に視点をあてた体育授

業づくり、並びに、学校教育での発生論的運動学の活

用に寄与すると考えられる。 

本研究で明らかにされた、他者の動感と自分の動感

を共鳴させ同期させながら課題を解決していく学び

は、これからの未来を創り出していくのではないだろ

うか。そしてこのような学習者の姿勢は、教師も見習

うべき姿なのではないだろうか。 

 本単元を通した資質・能力の変容分析、その変容や

学習成果の要因について分析することや、異なる学年

や領域、学習スタイルにおける「協働的な学び」につ

いて検討していくことを今後の研究課題としたい。 
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